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(c)All rights reserved ＦＰＫ研修センター株式会社

ＣＦＰ®精選過去問題 ﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝ･ﾘﾀｲｱﾒﾝﾄﾌﾟﾗﾝ -１

（問題62）設問Ｄ ☆ 2022－1

最上さんは、住宅ローンの借換えを検討しており、ＣＦＰ®認定者に相談した。以下の＜現在

の住宅ローン＞について、借入れから14年経過した時点（返済回数168回終了後）で、＜借換え

後の住宅ローン＞に借換えを行った場合、削減される年間の返済額（元利合計）として、正しい

ものはどれか。なお、借換えのための諸費用については考慮しないこと。また、計算に当たって

は次の係数表を乗算で使用し、計算過程で端数が生じた場合は円未満を四捨五入し、解答に当た

っては万円未満を切り捨てること。

＜現在の住宅ローン＞

借 入 額：3,800万円

金 利：年2.60％（全期間固定）

返済期間：30年（返済回数360回）

返済方法：元利均等返済、毎月返済のみ（ボーナス返済なし）

＜借換え後の住宅ローン＞

借 入 額：＜現在の住宅ローン＞の返済回数168回終了後の残高

金 利：年1.20％（全期間固定）

返済期間：16年（返済回数192回）

返済方法：元利均等返済、毎月返済のみ（ボーナス返済なし）

＜係数表（１ヵ月用)＞ ※係数表の数値は正しいものとする。

［終価係数］ ［現価係数］

期間 1.20％ 2.60％ 期間 1.20％ 2.60％

14年 1.18284 1.43851 14年 0.84542 0.69516

16年 1.21155 1.51520 16年 0.82539 0.65998

30年 1.43307 2.17963 30年 0.69780 0.45879

［年金終価係数］ ［年金現価係数］

期間 1.20％ 2.60％ 期間 1.20％ 2.60％

14年 182.83731 202.38815 14年 154.57520 140.69314

16年 211.55428 237.78639 16年 174.61395 156.93360

30年 433.07161 544.44570 30年 302.19816 249.78786

［資本回収係数］ ［減債基金係数］

期間 1.20％ 2.60％ 期間 1.20％ 2.60％

14年 0.00647 0.00711 14年 0.00547 0.00494

16年 0.00573 0.00637 16年 0.00473 0.00421

30年 0.00331 0.00400 30年 0.00231 0.00184

1. 16万円

2. 18万円

3. 35万円

4. 87万円
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(c)All rights reserved ＦＰＫ研修センター株式会社

ＣＦＰ®精選過去問題 解答と解説 ﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝ･ﾘﾀｲｱﾒﾝﾄﾌﾟﾗﾝ -１

(2) 住宅ローンの借入れから10年間経過した時点（残存期間20年）の残高は、毎月返済額を①

として、年金現価係数(1ヵ月用・1.25％・20年)を使用して求めることができる。

143,190円×212.25396≒30,392,645円（円未満四捨五入）…②

(3) 年利3.00％で毎月返済額（元利合計）が①の金額となる期間20年の住宅ローンの借入可能

額は、年金現価係数（1ヵ月用・3.00％・20年）を使用して求めることができる。

143,190円×180.31091≒25,818,719円（円未満四捨五入）…③

(4) 毎月の返済額（元利合計）を当初の10年間と変わらないようにするために必要な繰上げ返

済額は次のとおり。

②－③＝30,392,645円－25,818,719円＝4,573,926円 → 458万円（万円未満切上げ）

（問題61）設問Ｃ－２ 住宅ローンの繰上げ返済（返済額軽減型） ☆☆

2. 正しい。

(1) 現在の住宅ローンの毎月返済額（元利合計）

22,000,000円×0.00469(資本回収係数1.20％・20年)＝103,180円…①

(2) 返済５年経過後（返済回数60回終了後）の住宅ローンの残高

①×164.65466(年金現価係数1.20％・15年)＝103,180円×164.65466＝16,989,067.81円

→ 16,989,068円（円未満四捨五入）…②

(3) 500万円の繰上げ返済後の住宅ローンの残高

②－5,000,000円＝16,989,068円－5,000,000円＝11,989,068円…③

(4) 繰上げ返済後の住宅ローンの毎月返済額（元利合計）

③×0.00607(資本回収係数1.20％・15年)＝11,989,068円×0.00607≒72,773.64円

→ 72,774円（円未満四捨五入）…④

(5) 年間の返済額（元利合計）の削減額

（①－④）×12ヵ月＝(103,180円－72,774円)×12ヵ月＝364,872円

→ 36万円（万円未満切捨て）

（問題62）設問Ｄ－２ 住宅ローンの借換え ☆

2. 正しい。

元利均等返済の住宅ローンの借入元金残高を求める場合、毎月返済額に年金現価係数を乗じる。

(1) 現在の住宅ローンの毎月返済額

38,000,000円×0.00400(資本回収係数2.60％・30年)＝152,000円…①

(2) 現在の住宅ローンの14年経過した時点（残存期間16年）の残高は、①に年金現価係数（期

間16年・2.60％）を乗じて求める

①×156.93360＝152,000円×156.93360＝23,853,907.2円

→ 23,853,907円（円未満四捨五入）…②

(3) ②の額を借換えた後の住宅ローンの毎月返済額は資本回収係数（1.20％・期間16年）を使

用して求めることができる。

②×0.00573＝23,853,907円×0.00573≒136,682.88円

→ 136,683円（円未満四捨五入）…③

(4) 削減される年間の返済額（元利合計）

（①－③）×12ヵ月＝(152,000円－136,683円)×12ヵ月＝183,804円

→ 18万円（万円未満切捨て）


